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NBRに対する各種加硫促進剤の基礎性能(7)

NBRは優れた耐油性ゴム材料であり，オイルシール， の欠点は，バルノック Rを更に添加(0.5phr)すること

〇ーリング，燃料ホースなどの工業部品及び自動車部品 によって改善できることがわかった．すなわち CTPに

として使用され，これらは特に耐圧縮永久ひずみ性，耐 バルノック Rを併用（配合 No.3, No. 7)することによ

熱性が要求されるため，低硫黄加硫系（硫黄配合量0.3~ り， CTPのスコーチ防止効果を損うことなく， レオメ

0.7 phr+ノクセラー TT1.0~2.0 phr十ノクセラー DM ータのトルク値（図 1~2), 加硫物引張応力，圧縮永久

又は CZ1.0~1.5 phr)が一般的に採用されている．この ひずみ性を回復させることが可能であることがわかった

低硫黄加硫系において， ノクセラー TTは加硫速度向 （表 1).

上，耐熱性及び耐圧縮永久ひずみ性の向上のため，不可 また，老化防止剤ノクラック CDの併用（配合 No.4, 

欠な加硫促進剤であるが，スコーチしやすい（加工安全 No. 8)は，耐スコーチ性，加硫速度，加硫物性に悪影響

性低下）欠点があり，高湿加工では加工安全性の改善が を及ぼすことなく， NBRの耐熱性を改善することがで

必要な場合が生じる．耐スコーチを向上させる手段とし きる（表 1).

て，先に(No.309)バルノック R(4,4'ージチオジモルホ

リソ）を硫黄の代りに使用した場合の配合例について紹

介した．今回は，スコーチ防止剤の CTP(Nーシクロヘ

キシルチオフタルイミド）を使用した場合の配合例を紹 配合

介する・ NBR*1 

硫黄(0.5phr) +TT(l.5 phr) +CZ及び DM(l.Ophr)

の低硫黄加硫系において，スコーチ防止剤 CTPを添加

(1.0 phr)することによって，スコーチタイム (ts)の著し

い遅延が認められる（表 1). しかし， CTPを添加する

ことによって， レオメータのトルク値（図 1~2)の低下

が認められ，そして加硫物引張応力，圧縮永久ひずみ、

性，耐熱性が低下する欠点が認められる（表 1). これら
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図 1 レオメータ加硫曲線図， (160℃) 
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図 2 レオメータ加硫曲線図， (160℃)
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紹 介

表 1 加硫特性

配合 No.
加硫系，老防剤

硫黄 0,5 

ノクセラー TT 1.5 

ノクセラー CZ 1.0 

ノクセラー DM

CTP*2 
，, 

ハルノック R

ノクラック CD

〔ムーニースコーチ試験〕 ML-1 (125℃) 
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〔レオメータ加硫試験〕モ‘ノサソト ODR-100(160℃)
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〔引張物性試験〕 160℃プレス加硫

加硫時間 15分

乃〔MPa〕
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〔圧縮永久ひずみ試験〕*3100℃, 70h, 25%圧縮

CS(%) 11 16 12 12 11 15 11 11 

〔熱老化試験〕*4120℃，ギアー老化試験機

(72時間老化）
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恥
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Hs 
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(168時間老化）

Tn 

En 
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Hs 
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*2 スコーチ防止剤 (Nーツクロヘキシルチオフタルイミド）

*3 加硫条件は引張物性試験の場合と同じ，ただし加硫時間は 5分増し

*4 加硫条件は引張物性試験の場合と同じ

Tn, En, M100は変化率（％）を示す，また Hsは変化を示す
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